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営業外収益（為替差益）の計上及び第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異 
並びに連結通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

  平成 25 年 12 月期第２四半期連結累計期間（平成 25 年１月１日～平成 25 年６月 30 日）における営業

外収益（為替差益）の計上についてのお知らせ、また、当社グループの平成 24 年 12 月期第２四半期連結

累計期間（平成 25 年１月１日～平成 25 年６月 30 日）の前回発表の業績予想と実績の差異をお知らせいた

します。 併せて、平成 25 年 12 月期連結通期（平成 25 年１月１日～平成 25 年 12 月 31 日）の業績予想に

ついて、平成 25 年２月 19 日付「平成 24 年 12 月期決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のと

おり修正いたします。 

 

記 

１．営業外収益の内容 

為替相場の変動により、平成 25 年 12 月期第２四半期連結会計期間において、為替差益 159,109 千円

を営業外収益に計上いたします。なお、当該為替差益は当第２四半期末時点における為替相場を元に算

出したものであり、今後の為替相場の状況によりこの金額は変動いたします。 

 

２．業績に与える影響 

上記１．に記載の為替差益の計上による業績への影響につきましては、本日公表の「平成 25 年 12 月

期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照下さい。 

 
３．平成 25 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異 

（平成 25 年１月１日～平成 25 年６月 30 日） 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

2,313   
百万円

52 
百万円

9  
百万円 

9   
円銭

1.32  

当第２四半期実績（B） 2,182   △55 64 51 7.39 

増  減  額（B－A） △131  △107 55 42 ― 

増   減   率（％） △5.7  ― 611.1 466.7  ― 

（ご参考） 

前期第２四半期実績 

（平成 24 年６月期） 
2,183 △64 △86 △126 △18.52 

＜差異理由＞ 

 平成 25 年 12 月期第２四半期連結累計期間は、タイの連結子会社が自動車関連部品を中心に順調に回



 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績は業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

復したこと等により、精密成形品事業セグメントには伸展が見られたものの、精密金型事業セグメント

では、日本国内市場での設備投資の回復の遅れにより金型需要全般が低迷したことの影響及び一部の売

上げ予定が第３四半期へずれ込んだこと等により、売上高については、前回予想を下回りました。 

営業利益については、精密金型事業セグメントの受注額の減少による稼働率の低下に伴い固定費率が

上昇したことで利益率が悪化したこと等により、前回予想を下回りました。 

経常利益及び当期純利益については、円安が進行したことで為替差益を営業外収益に計上したこと等

により、前回予想を上回りました。 

 
４．平成 25 年 12 月期連結通期業績予想の修正 

（平成 25 年１月１日～平成 25 年 12 月 31 日） 

売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

4,987   
百万円

147 
百万円

34  
百万円 

34   
円銭

4.99  

今回修正予想（B） 5,075   70 149 136 19.48 

増  減  額（B－A） 88  △77 115 102 ― 

増   減   率（％） 1.8  △52.4 338.2 300.0 ― 

（ご参考） 

前期実績 

（平成 24 年 12 月期） 
4,449 24 △42 227 33.46 

＜修正理由＞ 

売上高については、精密成形品事業セグメントにおいて、タイの自動車関連部品の受注増加及び日本

国内でのディスクケース製品の増加等により、前回予想を上回る見込みであります。 

 営業利益については、精密金型事業セグメントにおいて、第２四半期までの利益率の悪化の影響が残

ること及び、精密成形品事業セグメントにおいて、デジタルカメラ関連製品の売上減少を見込むことの

影響等により、前回予想を下回る見込みであります。 

 経常利益及び当期純利益については、第３四半期以降の為替レートを１ドル９５円レベルで想定した

為替差益の発生を見込むこと等により、前回予想を上回る見込みであります。 

 
以  上 


